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公民館・オークタウン加西の現状について 

 

◆職員配置 

公民館は館長 1名と職員 2名、オークタウン加西は館長 1名と職員 1名の職員配置で、全員が会計年度任用

職員（臨時職員）となっています。また、夜間、休日についてはシルバー人材センターに管理を委託するこ

とが多くなっています。 

 主な業務としては、貸館、主催講座・シニアカレッジ「かしの木学園」等の開催、登録グループ活動支援

があります。（中央公民館は貸館なし） 

 

 中央公民館 善防公民館 南部公民館 北部公民館 オークタウン加西 

職員数 3人 3人 3人 3人 2人 

（内訳） 館長 1名 

職員 2名 

館長 1名 

職員 2名 

館長 1名 

職員 2名 

館長 1名 

職員 2名 

館長 1名 

職員 1名 

※全員会計年度任用職員 

  

◆施設の状況 

加西市には社会教育法に基づいた公民館として各中学校区に1館ずつ4館の公民館が設置されています。ま

た、体育館やテニスコートなどを併設した研修施設としてオークタウン加西が設置されています。 

善防・南部・北部公民館とオークタウン加西はいずれも館の管理を行うとともに、主催講座、登録グルー

プ活動など館の運営を行っています。一方、中央公民館は、市民会館の一部を事務所としており、主催講座

や登録グループ活動についても市民会館の施設を利用しています。 

いずれの施設も建築から年数が経っており、40年以上が経過している施設もありますが、すべての施設で

耐震化は完了しています。 

 

施設名称 用途 構造・階数 延床面積 建築年 
経過 

年数 
耐震 

中央公民館 

（市民会館内） 
公民館 SRC造３階 

文化ホール 2,987㎡ 

コミセン  2,995㎡ 

(うち約 50㎡) 

昭和 54年

（1979年） 
43年 有 

善防公民館 公民館 RC造２階 2,250㎡ 
平成 7年 

（1995年） 
27年 有 

南部公民館 公民館 RC造２階 1,000㎡ 
昭和 63年 

（1988年） 
34年 有 

北部公民館 公民館 S造２階 1,070㎡ 
昭和 57年 

（1982年） 
40年 有 

オークタウン加西 

研修所 S造１階 684㎡ 
昭和 62年 

（1987年） 
35年 有 

体育館 RC・S造１階 564㎡ 
昭和 63年 

（1988年） 
34年 有 



2 

 

※SRC：鉄骨鉄筋コンクリート、RC：鉄筋コンクリート、S：鉄骨 

◆修繕状況 

経年劣化による修繕を順次進めるとともに、空調や音響設備などを随時更新し、利用者にとって使い心地

の良い空間が提供できるよう、環境整備を行っています。 

各施設とも過去 10年間で 1,000万円前後の修繕を行っており、主な修繕内容としては、平成 24年～26年

にかけてはエアコン、受変電設備、音響設備などの機器類の修繕が目立ち、近年は、台風や豪雨の影響もあ

って雨漏りが増えていることから、防水シートの張替や屋根の修繕が続いています。また、クロスの破れや

床の汚れなど内装の修繕やトイレ、手洗い等水回りの修繕も増えてきています。 

 

〇過去 10年間の修繕額                                 （万円） 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 合計 

善防公民館 32 67 117 208 259 123 105 27 82 34 1,054 

南部公民館 83 186 100 192 84 128 113 134 147 213 1,380 

北部公民館 282 64 185 65 110 13 56 149 33 12 969 

オークタウン加西 0 77 8 98 42 101 58 226 229 93 932 

合 計 397 394 410 563 495 365 332 536 491 352 4,335 

 

〇主な修繕内容 

 内容 

善防公民館 

H25：非常放送設備修繕、自動ドア修繕 

H26：音響設備修繕、パッケージエアコン修繕 

H27：自動ドア修繕、エレベーター修繕 

H28：屋上アスファルト防水修繕、非常誘導灯修繕 

H29：台風による倒木処理、廊下ダウンライト修繕 

H30：排水マス修繕 

R2：タイルカーペット張替 

南部公民館 

H24：農事青年研修室エアコン入替 

H25：和室エアコン修繕、トイレ修繕（1，2階） 

H26：農産加工実習室エアコン修繕 

H27：ベランダ・非常階段修繕、農事研修室空調設備改修、給湯器修繕 

H28：体育館シャッター取付 

H29：多目的ホール舞台修繕 

H30:トップライト改修、外壁セパ穴補修 

R1：駐車場舗装補修 

R2：駐車場ライン引き直し、調理台修繕 

R3：屋根防水シート修繕、クロス張替（1階）、階段手摺取付、建具修繕 

北部公民館 

H24：受変電設備修繕 

H25：庇雨漏り修繕 

H26：体育館修繕、トイレ洋式化、事務所空調設備修繕 

H27：床修繕（調理室、2階廊下） 

H28：屋根防水シート修繕 

H30：瓦・陸屋根防水修繕 
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R1：倉庫補修、トイレ補修（1階） 

R2：屋根防水シート修繕 

オークタウン加西 

H25：子育て学習センター物置修繕、子育て学習センターエアコン修繕 

H27：脱衣室修繕、火災通報装置修繕 

H28：研修棟ドア修繕 

H29：ブラインド、カーテン取付工事 

R1：排煙窓修繕、廊下クロス張替え（研修棟）、屋根・天井修繕（クラブハウス） 

R2：玄関・廊下・事務室床張替（研修棟）、駐車場舗装、給水管布設修繕 

R3：廊下床・クロス張替（体育館）、トイレ手洗修繕(研修棟) 

 

◆利用状況 

各施設の利用者数は、過去 10年間の推移を見ると、平成 25年度の 118,641人をピークとして減少傾向に

はありますが、令和 1年までは 10万人前後の利用者を維持していました。しかし、令和 2年度以降は新型コ

ロナウイルスの影響による施設の利用制限や登録グループ等の活動休止などもあり、利用者数は大きく減少

しています。 

各施設の稼働状況を館全体で見ると、1番利用の多い善防公民館が 16.1％、1番少ない北部公民館が 8.3％

の利用率（令和 3年度実績）となっています。 

部屋別に見ると体育館や収容人数の多い研修室等は 20～30％の利用率となっていますが、収容人数の少な

い部屋や料理室などの利用団体が限られる部屋は 10％以下の利用率となっています。 

 

〇利用者数の推移                                     （人） 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

中央公民館 17,768 16,511 15,693 12,177 13,924 7,982 9,802 8,464 5,238 5,374 

善防公民館 34,639 41,259 46,309 40,373 40,457 41,816 38,747 37,942 19,234 23,461 

南部公民館 21,672 24,184 22,032 18,250 18,399 17,943 19,561 19,561 12,655 13,525 

北部公民館 18,526 21,539 9,797 11,507 11,140 12,421 10,952 13,417 8,336 7,998 

オークタウン加西 － 15,148 24,005 25,394 26,108 15,684 24,526 20,667 14,119 16,714 

合 計 92,605 118,641 117,836 107,701 110,028 95,846 103,385 99,841 59,582 67,072 

※H24オークタウン加西の利用者数データなし 

※H26北部公民館からオークタウン加西に「ほくぶキッズ（子育て広場）」が移動 

※H29オークタウン加西改修工事のため研修棟は 4月～8月分の利用者 

※R2，R3は新型コロナウイルス感染症のため閉館、利用制限期間あり 

 

○施設稼働状況（令和 3年度実績） 

 

 

 

 

 

 

施設名 利用率 

善防公民館 16.1％ 

南部公民館 14.7％ 

北部公民館 8.3％ 

オークタウン加西 14.0％ 
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◆講座等の開催状況 

主催講座は、年間通じて開催する連続講座と夏休みのこども講座など単発の講座があり、子育て中の母親

世代にも参加いただけるように託児付き講座や、こども・親子講座なども企画し、幅広い世代に公民館を利

用してもらえるような講座を各館で開催しています。令和 3年度は健康、料理、趣味、伝統文化など 48講座

を開催し、延 5,445人の方が受講しています。 

 シニアカレッジ「かしの木学園」は、健康、歴史、環境、人権など各館で 9 回、4館合同の学習会 1 回の

計 10回の様々な講座を開催し、仲間づくりや生きがいづくりのきっかけとなっています。 

卒業制度がなく、希望すれば継続して参加することができるため、多くの方に受講いただいていますが、

一方で参加者の固定化が見受けられます。 

 クラブ・サークル活動は、南部公民館のみで実施されており、グラウンドゴルフ、歌声くらぶなど 4つの

クラブが活動しています。 

各施設で実施している主催講座及びシニアカレッジ「かしの木学園」受講者数の過去 10年間の推移を見る

と、平成 27 年から令和 1 年にかけては 1 万人前後の方が講座を受講していましたが、令和 2 年度以降は新

型コロナウイルスの影響による施設の利用制限やコロナ不安により受講者が減少しています。 

 

〇主催講座（令和 3年度実績） 

施設名 講座数 主な講座 延受講者数 

中央公民館 
11講座 

（託児付 2） 

歴史、パン・スイーツ、ノルディックウォーク、 

レザークラフト、発酵料理 

こども講座（茶道、生け花、盆栽、陶芸、苔玉） 

1,424人 

善防公民館 
9講座 

（託児付 3） 

パン・スイーツ、姿勢改善、リフレッシュエクササイ

ズ、健康体操、アンチエイジング、多文化共生 

こども講座（将棋、工作、巻きずし） 

1,396人 

南部公民館 
10講座 

（託児付 1） 

エクササイズ、ヨガ、ピアノ、男性講座（ものづくり、

料理）、健康体操、環境学習、手芸、光のオブジェ、

ラインスタンプ作成 

こども講座（ワークショップ） 

1,183人 

北部公民館 
11講座 

（託児付 3） 

パン・料理、ヒップホップダンス、アロマ・ハーブ、

健康マージャン、ゴルフ、指圧マッサージ、雑貨づく

り、健康体操 

こども講座（絵画、三味線、絵手紙） 

1,164人 

オークタウン 

加西 
7講座 

ヨーガ、山野草、グランドゴルフ、木工 

こども講座（アドベンチャー、工作、星空観察） 
278人 

合 計 48講座  5,445人 

 

〇シニアカレッジ「かしの木学園」（令和 3年度実績） 

施設名 学習内容 開催回数 延受講者数 

中央公民館 健康、歴史、人権、音楽、環境、自己啓発 等 8回 620人 

善防公民館 健康、教養、人権、音楽、消費者、防犯・防災 等 8回 267人 
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南部公民館 健康、歴史、教養、消費者 等 8回 941人 

北部公民館 健康、教養、音楽、環境、防犯・防災 等 8回 451人 

合 計   2,279人 

※第 1回と第 10回（合同学習会）は新型コロナウイルスの影響で中止 

〇クラブ・サークル活動（令和 3年度実績） 

活動名 回数 参加者数 

かしの木グラウンドゴルフ 25回 580人 

かしの木歌声くらぶ 10回 118人 

かしの木俳句 18回 101人 

かしの木お楽しみ倶楽部 6回 44人 

  

○受講者数の推移（主催講座、シニアカレッジ「かしの木学園」）              （人） 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

中央公民館 2,328 2,819 2,714 2,534 1,815 1,975 1,781 2,145 1,391 2,044 

善防公民館 1,948 1,853 2,142 2,480 2,702 3,283 3,484 2,787 1,490 1,663 

南部公民館 1,824 2,219 2,016 2,328 2,114 2,158 2,038 2,181 1,572 2,124 

北部公民館 1,829 2,071 1,599 2,162 2,464 2,543 2,189 1,943 1,326 1,615 

オークタウン加西 0 0 164 188 281 258 456 348 255 278 

合 計 7,639 8,962 8,635 9,692 9,376 10,217 9,948 9,404 6,034 7,724 

※R2，R3は新型コロナウイルス感染症のため閉館、利用制限期間あり 

 

◆登録グループの活動状況 

登録グループは、公民館に登録して自主的に活動しているグループで、過去10年間の推移を見ると、各グ

ループとも高齢化が進んでおり、全体的に減少傾向となっています。特に令和2年度以降は新型コロナウイ

ルスの影響により活動を休止し、中にはそのまま解散してしまったグループもあります。 

登録グループの主なメリットとしては、定期利用（週1回以内）の使用料の免除やコピー機等、機器の使

用がありますが、一方で、協議会や奉仕活動への参加などが負担と考えるグループも増えています。 

主催講座からの登録グループ化も支援していますが、なかなか難しいのが現状です。 

 

〇登録グループ数の推移 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

中央公民館 41 40 38 37 35 33 32 30 27 25 

善防公民館 42 42 37 38 39 40 40 39 36 35 

南部公民館 35 27 28 28 29 29 28 28 26 26 

北部公民館 26 25 24 23 24 28 26 27 26 27 

合 計 144 134 127 126 127 130 126 124 115 113 

〇施設別（令和 3年度実績） 

施設名 グループ数 登録人数 参加延人数 
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中央公民館 25 308人 4,020人 

善防公民館 35 428人 6,882人 

南部公民館 26 305人 5,113人 

北部公民館 27 292人 4,059人 

合 計 113 1,333人 20,074人 

〇種類別（令和 3年度実績） 

種類 グループ数 登録人数 参加延人数 

書道 書道、小筆、ペン字 6 60人 879人 

絵画等 ちぎり絵、絵てがみ、水彩画、木版画 6 57人 997人 

写真 写真 1 9人 194人 

手編み 手編み 2 19人 254人 

和裁 和裁 1 9人 175人 

表装 表装 2 15人 186人 

木工 木彫り、竹細工 3 32人 536人 

その他手工芸 ちりめん飾り、陶芸、さをり織り 3 30人 644人 

日本舞踊 新舞踊、銭太鼓、剣扇舞、扇舞 4 20人 333人 

ダンス 社交ダンス、フラダンス 3 27人 846人 

その他表現 
マジック、演劇、フォークダンス、南京玉すだれ、

話し方、腹話術、落語 
7 80人 827人 

歴史・古文書 歴史、古文書 3 49人 286人 

囲碁 囲碁 3 53人 673人 

文芸 短歌、俳句 2 19人 180人 

園芸 ガーデニング、山野草、造園 4 38人 321人 

音響 音響 1 11人 11人 

伝統文化 茶道、華道 3 20人 158人 

着付け 着付け 1 8人 160人 

料理 料理、健康料理 2 25人 75人 

農産加工 農産加工 2 20人 138人 

そば打ち そば打ち 3 36人 454人 

パンづくり パンづくり 1 10人 82人 

和菓子 和菓子 1 5人 59人 

ヨガ ヨガ 3 76人 2,144人 

体操 3B体操、健康体操、体感ストレッチ 5 92人 1,453人 

その他スポー

ツ 

剣道、太極拳、バドミントン、居合道、スポーツ

吹矢、バレーボール、トランポリン、バウンドテ

ニス 

10 122人 2,782人 

カラオケ カラオケ 3 23人 395人 

コーラス コーラス 5 127人 832人 

民謡 民謡、播州音頭 4 27人 431人 
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詩吟 詩吟 2 18人 591人 

器楽 

大正琴、ハーモニカ、和太鼓、バンド、リコーダ

ー、ギター、ハンドベル、オカリナ、三味線、邦

楽、音楽あそび 

17 196人 2,978人 

合 計  113 1,333人 20,074人 

 

◆公民館まちづくり出前講座 

平成 24年 12月から登録グループの社会貢献活動として、公民館まちづくり出前講座を実施しています。 

地域の団体等の要請に応じて、登録グループが出向き、無料で講座等の講師を務めることにより、公民館

活動で得た知識や技術を地域へ還元しています。 

過去 10年間の活動回数の推移を見ると、平成 24年度以降、順調に回数を増やしていましたが、令和 2年

度以降は、新型コロナウイルスの影響により、登録グループの多くが活動を休止するとともに、主な活動先

である各町の敬老会やサロン活動なども縮小や中止となり、回数が大きく減少しています。 

 

〇まちづくり出前講座活動回数の推移                          （回） 

 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

中央公民館 1 17 43 13 18 12 12 13 2 3 

善防公民館 1 7 2 9 9 6 11 11 2 2 

南部公民館 1 9 10 9 15 12 17 35 13 5 

北部公民館 0 7 4 5 7 6 12 28 2 6 

合 計 3 40 59 36 49 36 52 87 19 16 

 

中央公民館の現状と課題 

市民会館の一部を事務所としており、他の 3公民館やオークタウン加西と違い、施設管理を行っていませ

ん。主催講座や登録グループ活動についても市民会館の施設を利用していますが、市民会館の指定管理者が

同じような講座を実施しており、利用者にとってわかりにくい状況となっています。 
市民会館を利用するため、文化ホールをはじめ、利用できる部屋の数や種類は豊富ですが、体育館がなく、

体を動かす講座は通常の部屋を利用しています。 

 

善防公民館の現状と課題 

 一番新しい公民館ですが、それでも建築から27年が経過しており、施設全体で修繕が必要となってきて

います。 

施設の一部が土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に指定されていますが、出入り口の多くが階段でスロ

ープがなかったり、狭かったりして高齢者や体の不自由な方にとって利用しにくい部分があります。 

 一番大きく、利用できる部屋の数や種類も豊富で、音楽スタジオやアトリエなど他館にはない施設があり、

市外の方も含めて多くの方が利用しておられます。 
 館内には子育てのためのつどいの広場として「ぜんぼうキッズ」が併設されており、主に就学前の親子の

ふれあいや子供同士、親同士の交流の場となっています。 

 善防山、笠松山が近くにあり、登山・ハイキングのため、近隣市町はもちろん、県外からも多くの方が訪
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れ、施設の駐車場やトイレを利用しています。 

 

南部公民館の現状と課題 

建築から 34年が経過し、その間大規模改修も行われていないことから施設が老朽化しており、定期的、ま

たは必要に応じて適宜修繕は行っているが、大雨や台風時に雨漏りが常態化するなど大規模な修繕が必要と

なってきています。 

元々、農村環境改善センターとして建築されたため、利用できる部屋の数も種類も多くありません。また、

大人数で利用できる部屋が 2階にしかなく、エレベーターが設置されていないため、高齢者や体の不自由な

方には利用しにくい施設となっています。 

九会地区を中心に地域の各種団体（シニアクラブ、ふるさと創造会議、スポーツ 21など）が定期的に利用

しており、地域の拠点としての位置づけができています。 

市内でも南東部に位置するため、加古川市など近隣市からジュニアスポーツ団体が多く利用されています。 

かしの木学園の活動が盛んであり、200名近い登録者で開催場所に困るほどになっています。また、唯一、

クラブ・サークル活動が行われており、かしの木学園の活性化につながっています。 

避難所にも指定されていますが、体育館にはエアコンが整備されておらず、近年の気候の変化から、通常

時の利用も含め、夏や冬の利用が難しくなってきています。 

玄関ホールが狭く、交流スペースとしての利用が難しいため、利用者以外の方には気軽に立ち寄りにくい

施設となっています。 

 

北部公民館の現状と課題 

 建築から40年が経過しており、その間大規模改修も行われていないことから施設が老朽化しており、新築

または他施設への移転も含めた検討が必要となっています。そのため、緊急対応が必要なものや軽微なもの

を除き、照明のLEDも含めて修繕を保留しています。 

施設の一部が土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に指定されていますが、出入り口の多くが階段でスロ

ープがなかったり、狭かったりして高齢者や体の不自由な方にとって利用しにくい部分があります。 

大人数で利用できる部屋が 2階にしかなく、エレベーターが設置されていないため、高齢者や体の不自由

な方には利用しにくい施設となっています。 

玄関ホールが狭く、交流スペースとしての利用が難しいため、利用者以外の方には気軽に立ち寄りにくい

施設となっています。 

 

公民館共通の現状と課題 

主催講座、登録グループともにシニア層、特に女性の参加者が多く、男性や若年層の参加者は少なくなっ

ています。 
現役世代や学生向けの講座については、日曜、祝日が休館日のため、土曜日に集中しています。より多く

の人や様々な世代の人に学びの場を提供するためには日曜や祝日の開館も必要ですが、職員数も含めた勤務

形態の検討が必要になります。 
主催講座を企画する際に魅力ある講座を提供したり、講座回数を増やすためにも、予算を拡充する必要が

あります。 

登録グループについては高齢化が進み、人数が減少するとともに、内外の横のつながりを持つことに抵抗
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を持つ利用者も増えてきています。また、自主活動以外（奉仕作業やまつり等出役）の負担もあり、登録グ

ループに新しく加入しようとする団体も、登録グループへの新規参加者も多くありません。 
職員（3名）は館長を含め全員が会計年度任用職員であり、かつ、シフト制のため、全員がそろうことは少

なく、事業の打ち合わせなどを行うことも難しくなっています。 

夜間、休日の利用は原則シルバー人材センターに委託しており、臨機応変な対応が難しくなっています。 

 善防・南部・北部公民館は中学校が隣接しており、公民館まつりなど連携しての活動もできていますが、

中学校の統廃合も検討されていることから、今後も公民館と学校、地域とも連携していける方法を考えてい

く必要があります。 

オークタウン加西の現状と課題 

建築から 35年が経過し、その間大規模改修も行われていないことから施設が老朽化しており、定期的、ま

たは必要に応じて適宜修繕は行っているが、合宿室など大規模な修繕を検討する必要があります。 

通常の利用は、テニスコートや体育館、グラウンドの定期利用が中心となっており、それ以外の利用は限

られています。 
アウトドア人気もあり、バーベキュー・キャンプ場サイトの利用者は増えつつありますが、平地面が少な

く、利用人数に制限があります。また、テント泊を希望される方や問い合わせも多くありますが、夜間の利

用は禁止しており、宿泊は研修棟の合宿室等を利用いただいています。実際に整備するとなれば大規模な工

事が必要となります。 
バーベキュー・キャンプ場サイトは、その全域が土砂災害警戒区域（イエローゾーン）に指定されており、

利用に注意が必要となります。 
宿泊利用はジュニアスポーツ団体の合宿を中心に戻ってきていますが、市外の団体の利用が中心となって

います。 
職員（2名）は館長を含め全員が会計年度任用職員であり、かつ、シフト制のため、一人勤務となることも

多く、業務の引継ぎ等も含めて難しくなっています。 

夜間、休日の利用は原則シルバー人材センターに委託しており、臨機応変な対応が難しくなっています。 

 館内には子育てのためのつどいの広場として「ほくぶキッズ」が併設されており、主に就学前の親子のふ

れあいや子供同士、親同士の交流の場となっています。 


